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令和６年度市区町村国民年金事業功績厚生労働大臣表彰について 

 

 厚生労働省では、国民年金事業に対する功績が特に顕著であって、他の模範と認めら

れる市区町村に対し、その功績を称え労苦に報いるとともに、国民年金事業の発展に寄

与することを目的として、市区町村国民年金事業功績厚生労働大臣表彰を行っています。 

 このたび、令和６年度の表彰市区町村を以下のとおり決定しました。 

 
１．表彰市区町村（詳細は別紙参照） 

東京都調布市、神奈川県横須賀市、茨城県日立市、高知県安芸市、 

鳥取県西伯郡伯耆町 

 

２．表彰式 

開催日：令和６年 11 月 29 日（金） 

場 所：厚生労働省（中央合同庁舎第５号館 10 階） 

 

３．列席者  

（１）被表彰者 

① 市区町村（厚生労働大臣表彰） 

東京都調布市、神奈川県横須賀市、茨城県日立市、高知県安芸市 

② 年金事務所（年金局長表彰） 

府中年金事務所、横須賀年金事務所、日立年金事務所、南国年金事務所、 

米子年金事務所 

（２）厚 生 労 働 省：年金局長、大臣官房年金管理審議官 

（３）日本年金機構：理事長、他役員等 

  

令和６年 11 月 22 日 

【照会先】 

年金局事業管理課 

課長補佐 濱村 明 (内線 3661) 

担  当 清家 大雅 (内線 3666) 

(代表電話) 03(5253)1111 

(直通電話) 03(3595)2730 



別紙 

表彰市区町村の令和４年度の取り組み 
 

 

市町名 選定した主な理由 

調布市
ちょうふし

 

（東京都） 

・市役所内で住民票担当部署と連携し、日本人の国外転出者に対して市独

自で作成したチラシを交付することで、海外任意加入の制度周知を実施

し、適切な海外任意加入に貢献した。 

・障がい者手帳担当部署と連携し、障がい者手帳交付時に独自の案内文書

を交付することで、障害年金の相談につなげ、障害年金の制度周知を図

り、障害年金の適切な受給に貢献した。 

横須賀市
よ こ す か し

 

（神奈川県） 

・福祉事務所と年金事務所が連携して生活保護受給者を対象とした出張

相談会を令和４年５月以降毎月開催し、年金記録や見込額の確認及び相

談、請求書の受理を行い、年金の受給に貢献した。 

・資格取得届や免除等の受付時に市独自に作成した資料をお渡しし、保険

料納付の情報共有を図り、保険料納付・免除勧奨を実施した。また、生

活保護受給者等へもれなく法定免除の案内を実施した。 

日立市
ひ た ち し

 

（茨城県） 

・20 歳で国民年金に加入した方々の電話番号について、市役所内の関係部

署と連携のうえ多くの件数を年金事務所に情報提供。 

※提供頂いた電話番号を活用し、年金事務所において制度案内等を実施。 

・市役所庁舎、支所だけではなく、日立市自ら調整し、駅前の公共施設や

商業施設等に制度周知リーフレットを設置することにより年金制度広

報に大きく寄与した。 

安芸市
あ き し

 

（高知県） 

・市役所窓口の相談において年金事務所での手続きが必要になった方や、

障がいにより電話での予約が困難な方に対し、市の職員が相談予約を代

わりに行い、年金事務所における予約相談の支援を積極的に実施。 

・安芸市総合社会福祉センターにおいて年金事務所による出張相談会の毎

月開催のほか、市役所窓口で厚生年金にかかる裁定請求書の受付を行い、

年金相談等にかかる協力連携を実施した。 

西伯郡
さいはくぐん

伯耆
ほ う き

町
ちょう

 

（鳥取県） 

・町役場窓口で名刺サイズの予約相談案内カードを漏れなくお渡しし、年

金事務所における年金相談予約率の向上に貢献した。 

・国民年金保険料の収納にかかる口座振替・クレジット納付に関するチラ

シ及び申出書をクリア封筒に入れた「口振セット」及び「スマホアプリチ

ラシ」を積極的に配布、口座振替加入者等の拡大に尽力した。 

 


